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はじめに 
 

「海外 NGO 共同セミナー」の企画のもと、援助の最も重要な課題の一つである「貧困」に関し、2006 年 12 月

9 日のセミナーでは、草の根の援助の担い手である日本の NGO とアフリカの NGO が直接対面して率直な意

見交換が行われ、12 月 10 日のシンポジウムでは、在京アフリカ各国の大使閣下をはじめ、NGO 関係者等多く

の方々に参加頂き、意見交換ができたことを誠に嬉しく思います。 

 

途上国の発展のためには、人材育成、投資環境の整備、民主化の促進などの包括的な取り組みが要求さ

れます。これらの取り組みを実行するためには、途上国政府自ら中心となり、市民社会や民間セクターを巻き

込みながら、自らの開発戦略を策定し、その実現に向け財政・資金面での措置を講ずる必要があります。この

ような途上国のオーナーシップが MDGs の達成に向けた鍵になると考えます。この途上国のオーナーシップを

支えるのが二国間のドナーや国際機関、NGO を含めた国際社会におけるパートナーシップであります。 

 

ODA の基本的指針である、ODA 大綱や ODA に関する中期政策、また、経済財政運営と構造改革に関する

基本方針 2006、いわゆる骨太の方針 2006 において、NGO/民間との連携活用は重点的に推進する事項として

明記されております。2006 年 11 月の自民党の外交力強化に関する特命委員会の中間報告でも NGO を今後

の外交の主要なプレーヤーの一人として位置づけ、連携を更に強化するとしております。 

 

NGO による国際協力活動は、途上国の住民の多様なニーズに応じた草の根レベルやコミュニティー・レベル

でのきめの細かい支援や迅速かつ柔軟な緊急人道支援活動の実施という観点から極めて重要であり、これま

で NGO に対する支援を積極的に拡充してきました。外務省の民間援助連携室では、毎年、日本の NGO が途

上国で実施する約 100 件のプロジェクに協力しており、アフリカ地域に関しては、ジャパン・プラットフォームを通

じた日本の NGO による緊急人道支援のうち、約 3 割がアフリカ地域での活動に対する支援を実施しております。

また、日本 NGO 支援無償を活用した開発支援については、約 1 割がアフリカでの活動の支援に向けられてお

ります。 

 

今後とも NGO との連携を強化しながら、知恵と工夫を凝らしながら貧困削減という大きな挑戦に取り組んで

いきたいと願っております。最後にアレンジをしていただきました TICAD 市民社会フォーラムの方々に深く謝意

を表したいと思います。 

 

 

 

外務省国際協力局 民間援助連携室長 

寒川富士夫 
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NGO 向けセミナー スケジュール 

 

9:00 – 10:00 受付 

10:00 – 10:10 【開会挨拶】鈴鹿光次氏 （外務省国際協力局民間援助連携室） 

10:10 – 10:40 【自己紹介】参加型手法を利用しての NGO スタッフの自己紹介  

（各団体の活動や経験や本セミナーへの期待など） 

10:40 – 11:00 【ブレーンストーミング】各自の「貧困」理解の確認と紹介 

11:00 – 11:30 【レクチャー】「世界的な貧困に関する議論の変遷」 

大林稔氏 （TICAD 市民社会フォーラム代表 / 龍谷大学教授） 

11:30 – 12:00 セネガルでの経験から Mamadou Ndiaye 氏 （Enda-graf）

12:00 – 12:30 

【レクチャー】「アフリカにお

ける貧困の実態」 エチオピアでの経験から Leulseged Asfaw 氏 (CRDA) 

12:30 – 12:45 質疑応答 

12:45－13:30 昼休み 

セネガルでの実践紹介 Mamadou Ndiaye 氏 (Enda-graf)

質疑応答（10 分） 

ファシリテーター：國枝美佳氏 （社会開発コンサルタント）

13:30－14:30 【レクチャー】 

「貧困撲滅のための実践：

困難と課題解決の手法、そ

して多様なアクター（ドナー

や国際機関）との協力」 

エチオピアでの実践紹介 Leulseged Asfaw 氏 (CRDA) 

質疑応答（10 分） 

ファシリテーター：西真如氏 （京都大学特任助手） 

14:30－14:40 2 グループに分かれ、場所移動 

セネガル NGO 及び日本の参加団体の内半数 

ファシリテーター：國枝美佳氏 

14:40 – 15:40 【ワークショップ】 

「貧困撲滅のための実践の

困 難 と 日 本 NGO= 現 地

NGO 協力の可能性」 エチオピア NGO 及び日本の参加団体の内半数 

ファシリテーター：西真如氏 

15:40-16:00 場所移動とコーヒーブレイク 

16:00 – 16:50 【グループ発表】及び【全体討論】 

「日本の NGO は世界の貧困撲滅のために何ができるか？（現地及び多様なアクターと

の連携や活動の質的向上に向けて）」 

ファシリテーター：舩田クラーセンさやか氏 （TICAD 市民社会フォーラム副代表 / 東京

外国語大学講師） 

16:50 – 17:00 【閉会挨拶】大林稔氏 
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講師・ファシリテーター略歴 

講師 

大林 稔氏 

TICAD市民社会フォーラム代表 / 龍谷大学経済学部経済学科教授 

早稲田大学大学院経済学研究科で博士課程終了。民間企業、在ザイール大使館（経済担当専門調査

員）、貿易研修センター（専任講師）、UNDPブルンジ事務所（シニアエコノミスト）、在フランス大使館（アフ

リカ担当専門調査員）、龍谷大学（助教授）勤務を経て現職。 

ママドゥ・ンジャイ氏 

Enda-graf <セネガルNGO> 保健プログラムコーディネイター。看護師国家資格・ソーシャルアシスタント国

家資格取得。農村保健プログラム、Enda-chodak（都市開発調査)、Enda-graf（農村・都市開発プログラム

オフィサー）を経て現職。海外NGOおよびドナーのコンサルタント業務・評価も実施。 

Enda-grafは1972年に創立され、現在はアフリカ有数の国際NGOとして知られている。活動分野は、草の

根支援からアドボカシーにわたり、都市スラムや農村で貧困者の自立支援を続けている。 

ルルセゲダ・アスファウ・テセマ氏 

Christian Relief and Development Association：CRDA <エチオピアNGO> 資源管理部長。農業経済学修

士号（ロンドン大学）取得。農業省（事業予算管理部長・計画事業部長）、CRDA（研修オフィサー・事業部

長・事業組織支援部長・制度支援部長）等を経て現職。 

CRDAは、80年代にエチオピアを飢餓が襲った際、緊急支援の調整をするために設置された団体。現在

は258団体が加盟するNGOの連合組織であり、6割が現地NGO、4割が国際NGOで構成されている。 

ファシリテーター 

国枝 美佳氏 

社会開発コンサルタント。 

MSc Social Policy and Planning in Developing Countries （ロンドン大学 LSE 途上国の社会政策と計画修

士課程修了）。（特活）アフリカ地域開発市民の会（1997 年ー1998 年）アイ・シー・ネット株式会社（2000 年 4

月-2005 年 9 月）を経て、現在、世界銀行コンサルタント。在ケニア 1997-1998、在エチオピア 2004-2006 年

8 月。エチオピアで知った産科フィスチュラという問題に取り組む一方、（特活）アフリカ地域開発市民の会

（CanDo）理事、アフリカ理解プロジェクトサポーター、TICAD 市民社会フォーラム会員でもある。 

西 真如氏 

京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究科 特任助手。京都大学博士（地域研究）。 

在エチオピア日本国大使館三等書記官（1999 年-2002 年、経済協力担当）を経て 2006 年 10 月から現職。

東京外国語大学非常勤講師として、アフリカ政治学を教える。また（特活）アフリック・アフリカ監事、（特活）

TICAD 市民社会フォーラム会員として、NGO 活動にも取り組んでいる。 
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概略 

1. 10 時 40 分 – 11 時 【ブレーンストーミング】「貧困の定義とは」 

• 自己紹介 

• 各自の「貧困」理解の確認と紹介 

2. 11 時~11 時 30 分 【レクチャー】「世界的な貧困に関する議論の変遷」 

• 貧困状況にあることは権利の剥奪である 

• 人間的な生活とは何か、1990 年代の議論など 

3. 11 時 30 分～12 時 【レクチャー】「貧困の実情：セネガルでの経験から」 

• セネガルにおける貧困を、共同体、住民のかかわりから理解する 

• 貧困の原因 

• 食糧問題 

4. 12 時～12 時 30 分 【レクチャー】「貧困の実情：エチオピアでの経験から」 

• エチオピアの基礎情報 

• 貧困の定義「基本的ニーズを満たしていない状態」：物質的に無い状況と、アクセスできない状況 

5. 13 時 30 分～14 時 30 分 【レクチャー】「貧困撲滅に向けた活動：成功、失敗、他機関（ドナー・国際機

関・国際 NGO）との協力」 

• ママドゥ氏：NGO の抱える資金面の影響や政府との関係について、日本の NGO のパートナーシップ

の限定 

• ルルセゲダ氏：エチオピアにおける PRSP と NGO の取り組み、日本との共通プラットフォーム作りにつ

いて 

6. 14 時 30 分～15 時 40 分 【ワークショップ】「活動における問題点の共有と日本・アフリカ NGO の協力

の可能性について」 

• エチオピア：NGO への資金供与とその配分のメカニズム、日本の NGO が果たし得る役割 

• セネガル：政府と NGO の関係、日本の NGO がアフリカ NGO と組んで出来ること 

7. 16 時～16 時 50 分 【グループ発表＆全体議論】「日本の NGO が貧困撲滅に何ができるのか」 

• NGO への資金配分の配慮の重要性。これまでの援助の歴史を振り返りつつ、確定する。 

• 善意による活動、現地との協力、国際的政策への関与を積極的に評価する。 

• 日本の NGO が現地支援で果たし得る役割、日本の市民社会のアフリカにおけるプレゼンス 

• 有効な資金の使い方について 

8. 16 時 50 分～17 時 【閉会挨拶】 

• 市民社会の重要さ 

• ドナーが果たし得る役割 
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（1）「世界的な貧困に関する議論の変遷」 

講師：大林稔氏 
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（2）「アフリカにおける貧困の実態：セネガルでの経験から」 

講師：Mamadou Ndiaye 氏 
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（3）「アフリカにおける貧困の実態：エチオピアでの経験から」 

講師：Leulseged Asfaw 氏 
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セミナー参加者リスト 

（他 2 名（2 団体）・敬称略） 

 

氏名 所属団体名 

高橋良輔 特定非営利活動法人 国際協力 NGO センター（JANIC） 

斉藤龍一郎 （特活）アフリカ日本協議会 

吉田昌夫 （特活）TICAD 市民社会フォーラム 

山田太雲 （特活）オックスファム・ジャパン 

若松陽子 アフリカ理解プロジェクト 

黒河内康 社団法人 アフリカ協会 

中岡舞 日本ケニア学生会議 

田島一靖 地域文化の向上と国際貢献をはかる会 パーソン s 

岩田優子 モザンビーク支援ネットワーク 

後藤隆 特定非営利活動法人 国際協力 NGO・IV-JAPAN 

渡辺奈美子 国際子ども権利センター 

高瀬国雄 （特活）アフリカ日本協議会 

冨田沓子 （特活）ハンガー・フリー・ワールド 

渡利智子 財団法人オイスカ 

田中徹二 オルタモンド 

松田育子 地域文化の向上と国際貢献をはかる会 パーソンｓ 

松鵜太佳良 「ほっとけない 世界のまずしさ」 

長瀬慎治 「ほっとけない 世界のまずしさ」 

渡瀬のり子 （特活）ハンガー・フリー・ワールド 

楠田一千代 NGO ヒューマンネットワーク 

堤清香 Jane Goodall Institute 

佐藤裕美 緑のサヘル 

佐々木達雄 特定非営利活動法人 日本アフリカ親善協会 

野田千香子 アジア・アフリカと共に歩む会 

平林薫 アジア・アフリカと共に歩む会 

エフテル・プリュン 
世界の医療団 

（特定非営利活動法人 メドゥサン・デュ・モンド ジャポン） 
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セミナー写真 

 


